
新居浜市地球高温化対策地域協議会会則 

 

 （名称） 

第１条 本会は、新居浜市地球高温化対策地域協議会（以下「協議会」という。）とい

う。 

（設置） 

第２条 協議会は、地球温暖化対策の推進に関する法律（平成１０年法律第１１７号）   

第４０条第１項の規定に基づき設置する。 

（目的） 

第３条 協議会は、地球高温化問題が人類の生存基盤にかかわる最も重要な環境問題で

あることから、温室効果ガス排出量を削減できるよう、市民、事業者、行政等が協働

して、新居浜地域における地球高温化防止に関する対策等を協議し、継続的、積極的

に取り組み、もって地球高温化防止に寄与することを目的とする。 

（事業） 

第４条 協議会は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。 

（１）地球高温化防止のための対策の協議及び事業計画の策定 

（２）地球高温化防止のための各種運動の展開 

（３）地球高温化防止に関する情報の収集及び提供、意識啓発 

（４）構成団体間の連絡調整 

（５）その他必要な事項 

（会員） 

第５条 協議会の会員は、地球高温化防止に関心があり、かつ、自主的に参加できる市

民、事業者、団体、行政機関等で協議会の目的に賛同して入会したものとする。 

（役員） 

第６条 協議会を円滑に運営するため、次の役員を置く。 

（１）会長 １人 

（２）副会長 ２人 

（３）幹事 ２０人以内 

 （役員の選出） 

第７条 役員は、会員の互選により選出する。 

 （役員の職務） 

第８条 会長は、協議会を代表し、会務を総理する。 

２ 副会長は会長を補佐し、会長に事故があるときは、会長があらかじめ指名する副会

長がその職務を代理する。 

（総会） 

第９条 総会は、毎年１回以上会長が招集する。 



２ 総会は、次に掲げる事項を協議し、決定する。 

（１）規約の改廃に関すること。 

（２）役員の選出及び決定に関すること。 

（３）事業計画及び事業報告に関すること。 

（４）その他幹事会で必要と認めた事項 

３ 総会の議長は、会長をもって充てる。 

 （幹事会） 

第１０条 協議会は所掌事項について調査研究、事業案の作成、事業の執行を行うため、

本会に幹事会を置く。 

２ 幹事会は、役員で構成する。 

３ 幹事会は、会長が招集する。 

４ 幹事会の議長は、会長をもって充てる。 

５ 幹事会は、次に掲げる事項を協議し、決定する。 

（１）総会に付議する議案に関すること。 

（２）総会の決議により幹事会に委任された事項 

（３）その他会長が必要と認めた事項 

６ 幹事会の議事は、出席者の過半数を持って決し、可否同数のときは、議長の決する

ところによる。 

７ 幹事会の議決権は各団体１人とする。 

８ 幹事長は、必要があると認めるときは、幹事会に幹事会構成員以外の者を出席させ、

意見又は説明を求めることができる。 

（総会及び幹事会の特例） 

第１１条 総会及び幹事会（以下「会」という。）は、緊急の必要があり、かつ、会を招

集する時間的余裕のない場合又はやむを得ない事由のある場合は、議事の概要を記載

した書面を会員又は役員に回付し、その賛否を問い、会に変えることができる。 

 （専門部会） 

第１２条 会長は、必要があると認めるときは、専門部会を置くことができる。 

 （事務局） 

第１３条 協議会の事務を処理するため、当分の間、事務局を環境政策担当課に置く。 

 （その他） 

第１４条 この会則に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は、会長が別

に定める。 

附 則 

この会則は、平成２１年１１月２８日から施行する。 

附 則 

この会則は、平成３０年４月１日から施行する。 



附 則 

この会則は、令和４年４月１日から施行する。 


